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中
小
企
業
の
社
長
の
高
齢

化
、
後
継
者
不
足
な
ど
の
理

由
で
廃
業
す
る
人
が
増
え
た

こ
と
か
ら
地
元
支
援
・
地
域

活
性
化
の
た
め
に
、
何
か
力

に
な
り
た
い
と
、
東
春
信
用

金
庫
は
、
創
業
を
決
め
た
人
、

創
業
し
よ
う
と
思
っ
て
い
る

人
を
対
象
に
し
た
創
業
塾
を
、

２
０
１
１
年
か
ら
開
催
し
て

き
ま
し
た
。

　

創
業
塾
は
全
５
回
の
開
催

で
、
創
業
の
準
備
・
計
画
、

財
務
計
画
な
ど
、
創
業
す
る

た
め
に
必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

創
業
計
画
発
表
や
創
業
塾
の

修
了
生
か
ら
の
体
験
談
を
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

創
業
塾
担
当
の
長
江
伸
哉
さ
ん

　

小
牧
、
春
日
井
、
江
南
、

犬
山
の
商
工
会
議
所
、
大
口

商
工
会
と
の
共
催
で
、
各
市

町
や
愛
知
県
信
用
保
証
協
会
、

日
本
政
策
金
融
公
庫
な
ど
の

後
援
を
受
け
て
い
る
の
で
、

創
業
準
備
か
ら
創
業
後
ま
で

一
貫
し
た
サ
ポ
ー
ト
を
受
け

ら
れ
る
こ
と
が
最
大
の
魅
力

で
す
。
ま
た
、
創
業
塾
の
受

講
生
の
み
が
受
け
ら
れ
る
さ

ま
ざ
ま
な
特
典
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
志
を
共
に
す
る
仲

間
と
の
出
会
い
も
受
講
生

を
力
づ
け
て
い
る
そ
う
で
、

一
緒
に
受
講
し
た
仲
間
と
定

期
的
に
集
ま
り
、
お
互
い
の

情
報
を
交
換
し
て
い
る
人
た

ち
も
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
年
は
、
９
月
１
日
か
ら

募
集
が
始
ま
り
、
10
月
14
日

か
ら
全
５
回
で
開
催
さ
れ
ま

す
。
定
員
は
30
人
で
す
。
参

加
費
用
は
無
料
で
東
春
信
用

金
庫
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
創

業
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
人
、

す
で
に
創
業
が
決
ま
っ
て
い
る

人
は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

創
業
塾
の
強
み

編
集
後
記

編
集
後
記

　

長
江
さ
ん
の
話
を
聞
い
て
、

創
業
塾
は
真
剣
に
創
業
を
考

え
て
い
る
人
が
真
剣
に
学
び
、

夢
に
向
か
っ
て
話
し
合
う
場

所
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
創
業
し
た
い
と
い

う
夢
を
持
っ
て
い
る
人
は
創

業
塾
で
学
ぶ
こ
と
が
夢
へ
の

近
道
だ
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
募
集
が

　
　
　

始
ま
り
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す
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今
ま

で
に
総
勢
３
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７
人
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講

で
に
総
勢
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１
７
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講
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、
１
４
７
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が
創
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し
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７
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創
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し
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場
所 :

中
央
１
・
２
３
１

電
話
：
72
・
２
１
８
１
（
代
表
）

営
業
時
間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

休
業
日
：
土
・
日
、
祝
日

※
創
業
塾
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は
、

事
務
局
（
東
春
信
用
金
庫
地
元
支
援
部
）
ま
で

電
話
：
72
・
２
１
８
１

受
講
者
の
た
め
の
資
料
・
参
考
書
類
で
す

創業塾修了者の声
第
11
期
修
了
生

（
株
）
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
ス

　
　
　
　
　
　

川
口
大
樹
さ
ん

　創業塾で学んだことで、
創業への意欲が高まった。
自分自身の棚卸によって強
みが把握でき、大変勉強に
なった。また、全く知らない
業種の方と知り合えたこと
は貴重な財産になった。

各グループに分かれて講義を受けます

市民レポーターの皆さんが、市内のさまざまな
場所に出かけて、市民ならではの視点から

小牧の魅力や身近な話題について
取材した様子を、毎月紹介
していくコーナーです！

今
回
の
取
材
先

か
お
り
ん
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旧
制
小
牧
中
学
校
が
開

校
し
て
以
来
、
１
０
０
年

間
変
わ
ら
ず
こ
の
場
所
で
、

２
万
２
０
０
０
人
余
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
４
年
に
建
て
ら
れ
た

校
門
の
門
柱
は
、
平
成
29
年

に
国
の
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
ほ
か
、
同
年
に
造
ら

れ
た
講
堂
は
、
現
存
す
る

４
つ
の
県
立
高
校
に
あ
る
講

堂
の
中
で
も
装
飾
な
ど
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
た
質
の
高
い
建

物
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
学

校
の
佇
ま
い
を
数
多
く
残
し

て
い
ま
す
。

生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

委
員
な
ど
学
校
全
員
で
、

１
０
０
周
年
記
念
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
作
り
ま
し
た
。

今
月
29
日
に
は
、
在
校
生
、

関
係
者
の
他
、
来
賓
な
ど
を

招
き
市
民
会
館
で
１
０
０
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

卒
業
生
で
現
在
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活

躍
中
の
高
瀬
統
也
さ
ん
の
記

念
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
在
校
生
は
１
０
０
周
年

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
12
月

23
日
に
中
央
図
書
館
（
音
ク

ロ
ス
）
や
こ
ど
も
未
来
館
（
ア

ー
ト
体
験
）、
に
ぎ
わ
い
広
場

（
こ
ま
る
し
ぇ
）
な
ど
街
中
で

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
が
主
催
す
る
、
毎
冬
恒
例

の
街
中
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
か
ら

参
加
し
て
、
業
者
の
選
定
や

企
画
に
加
わ
り
、
若
者
ら
し

い
意
見
や
企
画
案
を
出
し
て

い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
体
育
祭
の
日

に
、
大
玉
を
頭
の
上
で
転
が
し

最
速
タ
イ
ム
を
出
す
、
ギ
ネ
ス

に
挑
戦
企
画
で
１
０
０
周
年

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

東
竜
雄
校
長
は
「
こ
の
よ

う
な
機
会
に
立
ち
会
え
る
こ

と
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

愛
さ
れ
る
学
校
と
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
実
行
委
員
会
の
委

員
長
・
太た

い

皷こ

佑ゆ

萌め

さ
ん
は
「
委

員
長
と
し
て
頑
張
り
た
い
！
」

と
、
前
向
き
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
記
念
行
事
の

一
つ
に
「
老
朽
化
し
た
講
堂

の
改
修
」
を
決
め
て
い
て
、

１
０
０
周
年
の
記
念
の

　
　

催
し
が
いっ
ぱ
い
！

住
所 :

小
牧
１
・
３
２
１

電
話
：
77
・
１
２
３
１

Ｈ
Ｐ : https://kom

aki-hs.jp

県
立
小
牧
高
等
学
校

１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
の
委
員
長
を

務
め
る
現
在
２
年
生
の
太
皷
さ
ん
。

創立100 年を迎えた小牧高校。1924（大正13）年に旧制小牧創立100 年を迎えた小牧高校。1924（大正13）年に旧制小牧
中学校として開校したのが始まり。以来、1948（昭和 23）年に中学校として開校したのが始まり。以来、1948（昭和 23）年に
旧制小牧町立小牧高等女学校と統合し、現在の愛知県立小牧高旧制小牧町立小牧高等女学校と統合し、現在の愛知県立小牧高
等学校になりました。教頭の藤原智子さんに話を聞いてきました。等学校になりました。教頭の藤原智子さんに話を聞いてきました。

創
立
１
０
０
周
年

創
立
１
０
０
周
年

県
立
小
牧
高
等
学
校

県
立
小
牧
高
等
学
校

１
０
０
周
年
に

　
　
　

立
ち
会
え
て

卒
業
生
や
地
域
の
方
な
ど
か

ら
の
寄
付
を
募
る
予
定
で
す
。

現
在
、
ど
の
よ
う
な
形
に

す
る
の
か
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
来
年
の
１
月
頃
に
は
詳

細
を
発
表
し
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
地
域
で
も

学
校
を
支
え
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

100周年実行委員会の皆さん。皆で100と作っています

今 回 の 取 材 先

編
集
後
記

編
集
後
記

　

取
材
中
、
教
頭
先
生
の
学

校
や
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
伝

わ
っ
て
き
て
、
い
い
学
校
な

ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

頑
張
れ
！
牧
高
生
！ み

く
る
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小牧の魅力や身近な話題について
取材した様子を、毎月紹介
していくコーナーです！

今
回
の
取
材
先

か
お
り
ん
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旧
制
小
牧
中
学
校
が
開

校
し
て
以
来
、
１
０
０
年

間
変
わ
ら
ず
こ
の
場
所
で
、

２
万
２
０
０
０
人
余
の
卒
業

生
を
送
り
出
し
て
き
ま
し
た
。

昭
和
４
年
に
建
て
ら
れ
た

校
門
の
門
柱
は
、
平
成
29
年

に
国
の
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
た
ほ
か
、
同
年
に
造
ら

れ
た
講
堂
は
、
現
存
す
る

４
つ
の
県
立
高
校
に
あ
る
講

堂
の
中
で
も
装
飾
な
ど
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
た
質
の
高
い
建

物
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け

て
い
る
な
ど
、
歴
史
あ
る
学

校
の
佇
ま
い
を
数
多
く
残
し

て
い
ま
す
。

生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

委
員
な
ど
学
校
全
員
で
、

１
０
０
周
年
記
念
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
を
作
り
ま
し
た
。

今
月
29
日
に
は
、
在
校
生
、

関
係
者
の
他
、
来
賓
な
ど
を

招
き
市
民
会
館
で
１
０
０
周
年

記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

卒
業
生
で
現
在
、
シ
ン
ガ
ー

ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活

躍
中
の
高
瀬
統
也
さ
ん
の
記

念
ラ
イ
ブ
も
行
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
在
校
生
は
１
０
０
周
年

実
行
委
員
会
を
設
立
し
、
12
月

23
日
に
中
央
図
書
館
（
音
ク

ロ
ス
）
や
こ
ど
も
未
来
館
（
ア

ー
ト
体
験
）、
に
ぎ
わ
い
広
場

（
こ
ま
る
し
ぇ
）
な
ど
街
中
で

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
、

参
加
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

市
が
主
催
す
る
、
毎
冬
恒
例

の
街
中
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

に
は
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
か
ら

参
加
し
て
、
業
者
の
選
定
や

企
画
に
加
わ
り
、
若
者
ら
し

い
意
見
や
企
画
案
を
出
し
て

い
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
で
も
体
育
祭
の
日

に
、
大
玉
を
頭
の
上
で
転
が
し

最
速
タ
イ
ム
を
出
す
、
ギ
ネ
ス

に
挑
戦
企
画
で
１
０
０
周
年

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

東
竜
雄
校
長
は
「
こ
の
よ

う
な
機
会
に
立
ち
会
え
る
こ

と
は
な
か
な
か
な
い
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
に

愛
さ
れ
る
学
校
と
し
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
す
。
実
行
委
員
会
の
委

員
長
・
太た

い

皷こ

佑ゆ

萌め

さ
ん
は
「
委

員
長
と
し
て
頑
張
り
た
い
！
」

と
、
前
向
き
な
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

１
０
０
周
年
記
念
行
事
の

一
つ
に
「
老
朽
化
し
た
講
堂

の
改
修
」
を
決
め
て
い
て
、

１
０
０
周
年
の
記
念
の

　
　

催
し
が
いっ
ぱ
い
！

住
所 :

小
牧
１
・
３
２
１

電
話
：
77
・
１
２
３
１

Ｈ
Ｐ : https://kom

aki-hs.jp

県
立
小
牧
高
等
学
校

１
０
０
周
年
実
行
委
員
会
の
委
員
長
を

務
め
る
現
在
２
年
生
の
太
皷
さ
ん
。

創立100 年を迎えた小牧高校。1924（大正13）年に旧制小牧創立100 年を迎えた小牧高校。1924（大正13）年に旧制小牧
中学校として開校したのが始まり。以来、1948（昭和 23）年に中学校として開校したのが始まり。以来、1948（昭和 23）年に
旧制小牧町立小牧高等女学校と統合し、現在の愛知県立小牧高旧制小牧町立小牧高等女学校と統合し、現在の愛知県立小牧高
等学校になりました。教頭の藤原智子さんに話を聞いてきました。等学校になりました。教頭の藤原智子さんに話を聞いてきました。

創
立
１
０
０
周
年

創
立
１
０
０
周
年

県
立
小
牧
高
等
学
校

県
立
小
牧
高
等
学
校

１
０
０
周
年
に

　
　
　

立
ち
会
え
て

卒
業
生
や
地
域
の
方
な
ど
か

ら
の
寄
付
を
募
る
予
定
で
す
。

現
在
、
ど
の
よ
う
な
形
に

す
る
の
か
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
来
年
の
１
月
頃
に
は
詳

細
を
発
表
し
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。
地
域
で
も

学
校
を
支
え
て
い
き
た
い
で

す
ね
。

100周年実行委員会の皆さん。皆で100と作っています

今 回 の 取 材 先

編
集
後
記

編
集
後
記

　

取
材
中
、
教
頭
先
生
の
学

校
や
子
ど
も
た
ち
を
大
切
に

思
う
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
伝

わ
っ
て
き
て
、
い
い
学
校
な

ん
だ
な
ぁ
と
感
じ
ま
し
た
。

頑
張
れ
！
牧
高
生
！ み

く
る
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